
広
島
市
で
は
、
資
格
証
明

書
の
発
行
世
帯
数
を
、
今
年

六
月
一
日
時
点
で
ゼ
ロ
と

し
ま
し
た
。
昨
年
十
月
一
日

時
点
の
発
行
数
は
八
千
二

百
七
十
一
世
帯
で
し
た
が
、

こ
の
た
び
全
世
帯
に
保
険

証
（
短
期
保
険
証
を
含
む
）

を
交
付
し
ま
し
た
。 

介
護
保
険
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
懇
談

し
ま
し
た
＝
５
月
30
日 

｢後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止

を
」
と
宣
伝
・
署
名
活
動 

＝
福
山
駅
前
、
５
月
18
日 
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福
山
市
の
乳
幼
児
医

療
費
助
成
制
度
は
、
近
隣

市
よ
り
遅
れ
て
い
ま
す
。 

 

高
木
議
員
は
、
福
山
市

で
も
、
対
象
年
齢
を
さ
ら

に
引
き
上
げ
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。
羽
田
市
長

は
、
「
対
象
年
齢
拡
大
は

考
え
て
な
い
」
と
答
弁
。 

 

若
い
世
代
の
雇
用
環

境
の
悪
化
と
貧
困
は
深

刻
で
す
。
日
本
共
産
党

は
、
子
育
て
支
援
の
充
実

に
が
ん
ば
り
ま
す
。 

  

国
保
税
を
一
人
平
均
約

三
千
円
引
き
上
げ
る
議
案

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

高
木
議
員
は
、
「
今
で
も

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
き

上
げ
は
断
じ
て
認
め
ら
れ

な
い
」
と
の
立
場
か
ら
、
引

き
上
げ
の
中
止
を
迫
り
ま

し
た
。
引
き
上
げ
案
は
、
市

議
会
の
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

国
保
税
引
き
上
げ
を
中

止
す
る
に
は
、
あ
と
三
億
五

千
万
円
あ
れ
ば
可
能
で
す
。

〇
七
年
度
末
現
在
、
国
保
会

計
の
黒
字
は
四
・
六
億
円

余
、
貯
め
込
み
金
は
十
三
億

円
余
で
す
。
こ
れ
を
活
用
し

つ
つ
、
不
要
不
急
の
大
型
事

業
予
算
を
削
れ
ば
国
保
税

引
き
下
げ
も
で
き
ま
す
。 

  

資
格
証
明
書
の
発
行
が

住
民
の
医
療
を
受
け
る
権

利
を
奪
い
、
病
気
の
重
症
化

や
死
亡
に
至
る
事
例
が
全

国
で
多
発
し
て
い
ま
す
。 

高
木
議
員
は
、
医
療
に
か

か
る
権
利
を
奪
う
資
格
証

明
書
発
行
を
中
止
す
る
よ

う
強
く
求
め
ま
し
た
。 

羽
田
市
長
は
、
「
実
態
調

査
等
に
よ
り
、
交
付
抑
制
を

図
る
と
と
も
に
、
被
保
険
者

の
立
場
に
立
っ
た
適
切
な

日
本
共
産
党
福
山
市
議
団
は
、
六
月
議
会(

六
月

十
日
か
ら
二
十
四
日)

に
全
力
で
の
ぞ
み
ま
し
た
。 

高
木
武
志
議
員
の
代
表
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。 

齢
者
医
療
制
度
の
撤
廃
を

国
に
求
め
る
こ
と
。
国
が
撤

廃
し
な
い
間
は
福
山
市
と

し
て
独
自
の
軽
減
制
度
を

創
設
す
る
こ
と
」
と
、
市
長

に
強
く
求
め
ま
し
た
。 

羽
田
市
長
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
は
「
高
齢
者
世

代
と
現
役
世
代
が
、
と
も
に

支
え
あ
う
公
平
で
分
か
り

や
す
い
制
度
」
だ
と
、
国
の

言
い
分
を
オ
ウ
ム
返
し
に

答
弁
。
国
民
の
怒
り
に
そ
っ

ぽ
を
向
く
、
冷
た
い
態
度
を

示
し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

廃
止
さ
せ
、
高
齢
者
の
み
な

さ
ん
が
必
要
な
と
き
に
い

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
を
こ
れ
ま
で
の
保
険
か

ら
切
り
離
し
、
差
別
す
る
と

い
う
前
代
未
聞
の
ひ
ど
い

医
療
制
度
で
す
。
六
月
十
三

日
に
は
、
六
月
、
七
月
分
の

保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
、
「
こ
ん
な
保
険
料

を
と
ら
れ
た
ら
、
と
て
も
生

き
て
い
け
な
い
」
と
、
新
た

な
怒
り
が
日
本
列
島
を
揺

る
が
し
て
い
ま
す
。 

  

高
木
議
員
は
、
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
は
廃
止
し

か
な
い
」
と
の
立
場
か
ら
、

「
福
山
市
と
し
て
後
期
高

つ
で
も
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
力
を
つ

く
し
ま
す
。 

制
度
活
用
が
図
れ
る
よ
う
、

本
年
十
月
の
被
保
険
者
証

い
っ
せ
い
更
新
時
に
む
け

検
討
し
て
い
る
」
と
答
え
ま

し
た
。
資
格
証
明
書
発
行
の

抑
制
を
表
明
し
た
重
要
な

答
弁
で
す
。 

「
厳
に
悪
質
な
滞
納
者
を

除
き
資
格
証
明
書
は
発
行

さ
せ
な
い
」
こ
と
を
実
現
す

る
運
動
を
強
め
る
時
で
す
。 

市
内
の
高
齢
者
の
う
ち

九
割
が
年
間
所
得
二
百
万

円
未
満
で
す
。
そ
の
な
か

で
、
国
の
制
度
改
悪
に
よ

り
、
介
護
保
険
料
の
大
幅
引

き
上
げ
、
サ
ー
ビ
ス
削
減
が

実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

  

福
山
市
で
は
二
〇
〇
六

年
度
、
介
護
保
険
特
別
会
計

で
十
一
億
七
千
万
円
の
黒

字
を
出
し
ま
し
た
。 

高
木
議
員
は
、
保
険
料
軽

減
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
立

場
か
ら
、
「
剰
余
金
を
ど
う

活
用
す
る
の
か
」
と
た
だ
し

ま
し
た
。 

羽
田
市
長
は
、
二
〇
〇
九

年
か
ら
二
〇
一
二
年
の
『
第

４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
』

を
こ
れ
か
ら
策
定
す
る
な

か
で
、
ど
う
活
用
を
す
る
か

を
検
討
す
る
と
回
答
。 

  

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
増
設
せ
よ
」
と
の
質
問

に
は
、
羽
田
市
長
は
、
『
第

４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
』

の
な
か
で
検
討
、
と
答
え
る

に
と
ど
め
ま
し
た 

  

今
年
が
『
第
４
期
介
護
保

険
事
業
計
画
』
の
策
定
年
度

で
す
。
こ
こ
に
要
望
を
盛
り

込
ま
せ
て
い
く
要
求
運
動

と
議
会
論
戦
が
重
要
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
み
な
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
て
が
ん

ば
り
ま
す
。 

福山市-入院は小学６年、通院は就学前まで 
尾道市-入院は小学６年、通院は小学３年まで（今年10月～） 

三原市-入院、通院ともに小学６年まで 
三次市-入院、通院ともに中学３年まで（今年９月～） 

くわしくはホームページをご覧ください。Ｅメールでのご意見、ご要望もこちらから。     日本共産党福山市議団  検索 

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
日
本
共
産
党
福
山
市
議
団
の
市
議
会
報
告
を
お
と
ど
け
し
ま
す
。 


